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開催しました！！

工作コーナー

パネル展

東日本の復興を願っての折り鶴アート
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No.103 平成24年４月 古紙配合率70%再生紙を使用しています

　３月４日（日）、ボランティア活動への参加を広く市民に呼び掛けるイベント「岡山市ボ
ランティアフェスティバル」が岡山ふれあい公社との両主催で開催されました。
　会場の岡山ふれあいセンターではボランティア活動の紹介パネル展・活動発表ステージ
や、バザーが開かれたほか、アイマスク・手話・点字・車椅子などの体験コーナーでは多く
の方が真剣に体験に取り組まれていました。この他に会場内ではボランティアが日頃行っ
ている活動をいかした工作コーナーなど楽しい企画もあり多くの方にボランティアについ
て知っていただきました。
　また映画「典子は、今」の上映と主人公・白井のり子さんによる講演会も開かれ、多く
の方がそのお話に聞き入り、感銘を受けておられました。

～思いを行動につなげて、今、私にできること～
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グループ別情報交換では、各テーブルとも話が盛り上
がっていました。

内祝・香典返しなどにかえて福祉事業へのご寄付は岡山市社会福祉協議会へ

災害ボランティア・コーディネーター養成講座を開催しました‼
　　２月17日（金）、27日（月）の２日間の日程で、岡山ふれあい公社との
両主催で災害ボランティアセンターについての講座を行い、地域の役員さん
や昨年東日本大震災のボランティアバスに参加した方が受講されました。
　１日目の午前は、岡山市中消防署から防災と災害時の避難方法などについ
ての講義や、土嚢積みの実地訓練を行いました。昨年９月に岡山でも台風被
害を受けたため、参加者からも「専門家から正しい方法を学べたので地域で
備えていきたい」との感想が聞かれました。また、午後は、社会福祉協議会
より災害ボランティアセンターの概要説明と、自衛隊から国際救援活動、東
日本大震災救援活動についての報告がありました。
　２日目は、日野ボランティアネットワークを講師に被災者主体の災害ボラ
ンティア活動の視点について講義を受けた後、災害ボランティアセンターの
運営のロールプレイを行いました。ロールプレイは、机やイス、張り紙を使っ
て簡単な災害ボランティアセンターを設営し、参加者が災害ボランティアセ
ンターのスタッフ役とボランティア役、相談に来る被災者役に分かれて動き
ながら災害ボランティアセンターの流れを確認しました。皆さん真剣に取り
組まれ、臨場感のある訓練になりました。スタッフ役を体験した参加者から
は、「自分の役割だけでなく全体を見て動くことの大切さや、来所するボラン
ティアや被災者の立場に立った対応の大切さに気付くことができた」という
感想が聞かれました。
　今後も岡山市社協では、災害時のボランティア活動に向けた研修や体制作
りを行っていきます。

　平成24年２月24日（金）に岡山ふれあいセンター（中区桑野）
にて、高齢者いきいきサロン交流会が開催されました。当日は
市内のサロン実践者や今後立ち上げを考えている方など 約150
名の参加があり、市内サロンの活動発表の後、グループ別に意
見交換を行い運営上の工夫や悩みなどを話し合いました。「他の
地区の話を聴いて参考に
なった」、「立ち上げ間もな
いが大変勉強になった」等
の感想があり、参加者同士
の交流を深めることが出
来ました。

　高齢者を対象として、介護予防や健康づくりを目的とした住民主体の
活動です。町内会を基本単位として、歩いて行ける場所に集まって、レ
クリエーション活動や茶飲み話をして交流を深めています。現在、高齢
者サロンは市内に207か所あり、年々その数が増えています。

「いきいき・ふれあいサロン（高齢者対象）」とは？

桃丘地区いきいき
サロンおしゃべり
の会　佐藤澄子氏
による活動発表

が開催されました。

平成
23年度

高齢者いきいきサロン交流会

☆ 岡山市こどもフェスティバルは、岡山市
内22館全ての児童館が力を合わせ、企
画・準備をし、また毎年、学生や地域の
方など多くのボランティアの方々に支え
られて開催しているおまつりです。

いろんな遊びが
いっぱい!!
おいでよ！
児童館のまつりへ
　　　（入場無料）

岡山市こどもフェスティバル
－みんな仲間だ児童館－

日時：平成24年５月５日（土）
　　　　　10：00～15：00
場所：岡山ふれあいセンター
　　　岡山市中区桑野715－２
　　　（TEL：086－274－5151）
※ 小学生未満のお子様は必ず保護者と一緒にご来場ください ※

★スライム
★アニマルヨーヨー
★クルクルこいのぼり
★トコトコおさる　　他

　　　他

ドキドキわくわく…

★エレクトーンコンサート
★体操のお兄さんと遊ぼう　他

（岡電バス）　岡山ふれあいセンター行
○岡山駅：１番のりば
○天満屋バスセンター：６番のりば

★人形劇
★映画　　他

作ってあそぼう

ボールプール

カプラ

おばけやしき

ガレリア 見てあそぼう

会場へのアクセス会場へのアクセス

ドキドキわくわく…

おばけやしきおばけやしき

★かえるジャンプ
★玉入れ
★ワニワニパニック
★輪投げ　　　　　　他

ゲームコーナー

内祝・香典返しなどにかえて福祉事業へのご寄付は岡山市社会福祉協議会へ
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災害ボランティア・コーディネーター養成講座を開催しました‼
　　２月17日（金）、27日（月）の２日間の日程で、岡山ふれあい公社との
両主催で災害ボランティアセンターについての講座を行い、地域の役員さん
や昨年東日本大震災のボランティアバスに参加した方が受講されました。
　１日目の午前は、岡山市中消防署から防災と災害時の避難方法などについ
ての講義や、土嚢積みの実地訓練を行いました。昨年９月に岡山でも台風被
害を受けたため、参加者からも「専門家から正しい方法を学べたので地域で
備えていきたい」との感想が聞かれました。また、午後は、社会福祉協議会
より災害ボランティアセンターの概要説明と、自衛隊から国際救援活動、東
日本大震災救援活動についての報告がありました。
　２日目は、日野ボランティアネットワークを講師に被災者主体の災害ボラ
ンティア活動の視点について講義を受けた後、災害ボランティアセンターの
運営のロールプレイを行いました。ロールプレイは、机やイス、張り紙を使っ
て簡単な災害ボランティアセンターを設営し、参加者が災害ボランティアセ
ンターのスタッフ役とボランティア役、相談に来る被災者役に分かれて動き
ながら災害ボランティアセンターの流れを確認しました。皆さん真剣に取り
組まれ、臨場感のある訓練になりました。スタッフ役を体験した参加者から
は、「自分の役割だけでなく全体を見て動くことの大切さや、来所するボラン
ティアや被災者の立場に立った対応の大切さに気付くことができた」という
感想が聞かれました。
　今後も岡山市社協では、災害時のボランティア活動に向けた研修や体制作
りを行っていきます。

　平成24年２月24日（金）に岡山ふれあいセンター（中区桑野）
にて、高齢者いきいきサロン交流会が開催されました。当日は
市内のサロン実践者や今後立ち上げを考えている方など 約150
名の参加があり、市内サロンの活動発表の後、グループ別に意
見交換を行い運営上の工夫や悩みなどを話し合いました。「他の
地区の話を聴いて参考に
なった」、「立ち上げ間もな
いが大変勉強になった」等
の感想があり、参加者同士
の交流を深めることが出
来ました。

　高齢者を対象として、介護予防や健康づくりを目的とした住民主体の
活動です。町内会を基本単位として、歩いて行ける場所に集まって、レ
クリエーション活動や茶飲み話をして交流を深めています。現在、高齢
者サロンは市内に207か所あり、年々その数が増えています。

「いきいき・ふれあいサロン（高齢者対象）」とは？

桃丘地区いきいき
サロンおしゃべり
の会　佐藤澄子氏
による活動発表

が開催されました。

平成
23年度

高齢者いきいきサロン交流会

☆ 岡山市こどもフェスティバルは、岡山市
内22館全ての児童館が力を合わせ、企
画・準備をし、また毎年、学生や地域の
方など多くのボランティアの方々に支え
られて開催しているおまつりです。

いろんな遊びが
いっぱい!!
おいでよ！
児童館のまつりへ
　　　（入場無料）

岡山市こどもフェスティバル
－みんな仲間だ児童館－

日時：平成24年５月５日（土）
　　　　　10：00～15：00
場所：岡山ふれあいセンター
　　　岡山市中区桑野715－２
　　　（TEL：086－274－5151）
※ 小学生未満のお子様は必ず保護者と一緒にご来場ください ※

★スライム
★アニマルヨーヨー
★クルクルこいのぼり
★トコトコおさる　　他

　　　他

ドキドキわくわく…

★エレクトーンコンサート
★体操のお兄さんと遊ぼう　他

（岡電バス）　岡山ふれあいセンター行
○岡山駅：１番のりば
○天満屋バスセンター：６番のりば

★人形劇
★映画　　他

作ってあそぼう
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ガレリア 見てあそぼう

会場へのアクセス会場へのアクセス
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★かえるジャンプ
★玉入れ
★ワニワニパニック
★輪投げ　　　　　　他

ゲームコーナー

こ の 広 報 紙 は 共 同 募 金 の 配 分 金 で 発 行 し て い ま す 。
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　「岡山市愛の泉賞」は、市民福祉の向上などに貢献され
た個人や団体を毎年表彰しているものです。
　今年度、平成14年から山間部に住み、公共交通機関等の
利用が困難な方を、ふれあいいきいきサロンや介護予防
教室等へ送迎するボランティア活動を行っている「岡山
市社会福祉協議会建部支部　運転ボランティアの会（行
森忠彦代表）」と、平成17年から、高齢者を対象に傾聴ボ
ランティアを行い、介護保険サービス以外の支援として
ご利用者から喜ばれている「建部町カナリヤの会（松岡
百合子代表）」がＷ受賞いたしました。
　今回の受賞を励みに、これからも引き続き活動を続け
て参ります。

　平成24年２月18日（土）、雪が舞い散る寒い日に、ほのぼの公開講
座が開催されました。
　積極的に高齢者や障害者の権利擁護活動をされ、全国でも講演活
動をなさっている、岡山弁護士会の竹内俊一先生をお招きし、成年
後見制度について説明していただきました。
　「分かりやすい言葉と内容で大変参考になりました」、「実例を挙
げ、詳細にお話いただき、今後に対処できる
と安心いたしました」、「後見人というのは弁
護士だけかと思っていました。市民の人も参
加していけるということもわかり勉強にな
りました」などの感想が寄せられ、大好評で
した。

　４月から向こう１年間のごみ出し
カレンダーを作成し、全世帯にお配
りいたしました。これは、赤い羽根の
戸別募金でご協力いただいた各世帯
皆様方へのお礼のしるしとして、ま
た、決められたルールに従った正し
いごみ分別の普及と適正なごみ出し
の推進に加えて、多様化したごみ出
し日が一目でわかるよう役立てても
らうため、興除地区環境衛生協議会
とタイアップして作りました。
　なお、このカレンダーがすべての
世帯に届くよう、各町内会長さんの
ご協力により配布してもらいました。

　妹尾崎の集会場では毎月第４水曜日の10：00～
12：00頃にサロンを開催しています。設立が平成22
年５月と新しいサロンですが、みんなでわいわいと
活動しています。写真は平成24年２月23日に行われ

たサロン（健康いきいき教室と
共催）の様子です。
　お近くにお住まいの方、サロ
ンに興味のある方、ぜひとも参
加してください。
　妹尾崎にみんなで楽しいサ
ロンを作っていきましょう♪

ミニSL　ジャグリング　一輪車　はしご車　白バイ　パトカー
テント村30　幼保のおどり　中学生の吹奏楽の演奏　警察音楽隊
干拓の歴史パネル展　地元の踊り

　毎年、こどもの日前後に開催されてきた灘崎こどもまつりも、
今回が最後の開催となりますので、みなさんお誘い合わせの上、
お越しください。元気なこどもたちの明るい笑顔に出会えるの
を楽しみにしています。

建部分室だより

南区西事務所だより 灘崎分室だより

ほのぼの公開講座

　「高齢者の生活を守るために」～成年後見制度～岡山市愛の泉賞　Ｗ受賞!!

「一目でわかるごみ出しカレンダー」を配布
 (興除支部）

第15回 なださきふるさとまつり

2012 ラスト灘崎こどもまつり 開催 !!

妹尾崎町内会ほほえみサロン（福田支部）
妹尾崎付近の方～、みんなサロンで楽しもう！

日時　4月29日（日）　10時～16時
場所　岡山市サウスヴィレッジ

たくさんの方のご来場をおまちしています!!

キッズアート　バルーンアート
影絵工作＆公演　作って遊ぼう　etc

うどん　わたがし　パン　焼きそば　
フランクフルト　かき氷　飲み物　etc

藤田傅三郎太鼓　ふわふわきりん
三味線もちつき　etc

灘崎ボランティアネットワークと岡山市社協が力を合わせて開催

テーマ　～めいっぱいあそぼう～
日　時　６月３日（日）　10時～14時（雨天決行）
場　所　岡山市ウェルポートなださき（南区片岡159-1)

「なださきおもちゃの病院」開院
スタンプラリー開催

合い言葉‼

地域活性化が

楽し
さいっ

ぱい

おいしさいっぱい

遊びの
　コーナー

バザーの
　コーナー

催しの
　コーナー

井
原市
から

お

客
様が
こられました

御津分室だより

北区北事務所だより

一宮と足守でサロン交流会を開催!!

　北区北事務所では一宮支部と足守支部において、社協・公民
館・地域包括支援センターの共催でふれあい・いきいきサロン
の交流会を開催しました。

１月23日に一宮公民館にて一宮地域
のサロン交流会を開催しました。
参加した９か所のサロン代表者が
「私のサロン自慢」と題し活動紹介を
した後、グル―プに分かれ意見交換
を行いました。講師の情報をお互い
に紹介しあうなど有意義な時間にな
りました。

１月31日に足守公民館にて足守地域
のサロン交流会が開催されました。
前半は、サロン紹介のＤＶＤ観賞と
社協職員からサロンについての説明
を行い、改めてサロンについて学び
ました。後半は、サロンの運営や内
容の工夫などについてグループで意
見交換を行い、活発に意見が交わさ
れました。

私たちの楽しいサロンへようこそ!!

　２月15日（水）、津島地区のいきいきサロン西坂に井原市の高
屋地区社協15名が視察に来られました。いきいきサロン西坂の
説明をした後、歌やゲームなど実際のサロンの体験をして、お
昼には特製のカレーを一緒に食べました。熱心に話を聞いたり、
サロン参加者との交流を通してサロンの理解を深めました。

南区南事務所だより 小串学区防災マップ作り
　「みんなで歩いて」地域防災マップを作りましょう！

　１月28日（土）午前10時より各町内会においてそれぞれの集合場所に集まり、防災マップづくりの話を聞き、避難場所までの安
全な道を地域の方々・子ども、その保護者と一緒に危険箇所の確認をしながらマップに記入したり、写真を撮ったりしました。ま
た、各家庭から避難場所までの経路、危険箇所の確認を行いました。当日の参加者は、約200人でした。参加者からは、「日頃、顔は
見るがゆっくり話すことがなかったが今日は、話ができてよかった。」「共通の目的を持って町歩きをすることによって、一体感が
生まれ防災意識も高まっ
たように思う。」「土砂崩れ
の場所がわかってよかっ
た。」などの感想が寄せら
れていました。

　２月８日（水）に御津老人福祉センターにて、「ボランティア御津会員
研修会」の場をお借りし「防災ボランティアってなに？」と題して講座
を行いました。
　岡山市社会福祉協議会吉備支部長であり、岡山市防災ボランティア
ネットワーク会員の西村輝氏を講師にお招きし、岡山県や御津地域に災
害が起きた場合を想定した被害状況を具体的に知ることができ、そのた
めの対策などわかりやすいお話と臨場感あふれる映像で、約80名の参加
者は防災ボランティアについて学ぶことができました。

洗剤に入っている
計量スプーンで
ビー玉を運ぶ競争
をしました！

「防災ボランティア講座」を開催しました！

内祝・香典返しなどにかえて福祉事業へのご寄付は岡山市社会福祉協議会へ
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　「岡山市愛の泉賞」は、市民福祉の向上などに貢献され
た個人や団体を毎年表彰しているものです。
　今年度、平成14年から山間部に住み、公共交通機関等の
利用が困難な方を、ふれあいいきいきサロンや介護予防
教室等へ送迎するボランティア活動を行っている「岡山
市社会福祉協議会建部支部　運転ボランティアの会（行
森忠彦代表）」と、平成17年から、高齢者を対象に傾聴ボ
ランティアを行い、介護保険サービス以外の支援として
ご利用者から喜ばれている「建部町カナリヤの会（松岡
百合子代表）」がＷ受賞いたしました。
　今回の受賞を励みに、これからも引き続き活動を続け
て参ります。

　平成24年２月18日（土）、雪が舞い散る寒い日に、ほのぼの公開講
座が開催されました。
　積極的に高齢者や障害者の権利擁護活動をされ、全国でも講演活
動をなさっている、岡山弁護士会の竹内俊一先生をお招きし、成年
後見制度について説明していただきました。
　「分かりやすい言葉と内容で大変参考になりました」、「実例を挙
げ、詳細にお話いただき、今後に対処できる
と安心いたしました」、「後見人というのは弁
護士だけかと思っていました。市民の人も参
加していけるということもわかり勉強にな
りました」などの感想が寄せられ、大好評で
した。

　４月から向こう１年間のごみ出し
カレンダーを作成し、全世帯にお配
りいたしました。これは、赤い羽根の
戸別募金でご協力いただいた各世帯
皆様方へのお礼のしるしとして、ま
た、決められたルールに従った正し
いごみ分別の普及と適正なごみ出し
の推進に加えて、多様化したごみ出
し日が一目でわかるよう役立てても
らうため、興除地区環境衛生協議会
とタイアップして作りました。
　なお、このカレンダーがすべての
世帯に届くよう、各町内会長さんの
ご協力により配布してもらいました。

　妹尾崎の集会場では毎月第４水曜日の10：00～
12：00頃にサロンを開催しています。設立が平成22
年５月と新しいサロンですが、みんなでわいわいと
活動しています。写真は平成24年２月23日に行われ

たサロン（健康いきいき教室と
共催）の様子です。
　お近くにお住まいの方、サロ
ンに興味のある方、ぜひとも参
加してください。
　妹尾崎にみんなで楽しいサ
ロンを作っていきましょう♪

ミニSL　ジャグリング　一輪車　はしご車　白バイ　パトカー
テント村30　幼保のおどり　中学生の吹奏楽の演奏　警察音楽隊
干拓の歴史パネル展　地元の踊り

　毎年、こどもの日前後に開催されてきた灘崎こどもまつりも、
今回が最後の開催となりますので、みなさんお誘い合わせの上、
お越しください。元気なこどもたちの明るい笑顔に出会えるの
を楽しみにしています。

建部分室だより

南区西事務所だより 灘崎分室だより

ほのぼの公開講座

　「高齢者の生活を守るために」～成年後見制度～岡山市愛の泉賞　Ｗ受賞!!

「一目でわかるごみ出しカレンダー」を配布
 (興除支部）

第15回 なださきふるさとまつり

2012 ラスト灘崎こどもまつり 開催 !!

妹尾崎町内会ほほえみサロン（福田支部）
妹尾崎付近の方～、みんなサロンで楽しもう！

日時　4月29日（日）　10時～16時
場所　岡山市サウスヴィレッジ

たくさんの方のご来場をおまちしています!!

キッズアート　バルーンアート
影絵工作＆公演　作って遊ぼう　etc

うどん　わたがし　パン　焼きそば　
フランクフルト　かき氷　飲み物　etc

藤田傅三郎太鼓　ふわふわきりん
三味線もちつき　etc

灘崎ボランティアネットワークと岡山市社協が力を合わせて開催

テーマ　～めいっぱいあそぼう～
日　時　６月３日（日）　10時～14時（雨天決行）
場　所　岡山市ウェルポートなださき（南区片岡159-1)

「なださきおもちゃの病院」開院
スタンプラリー開催

合い言葉‼

地域活性化が

楽し
さいっ

ぱい

おいしさいっぱい

遊びの
　コーナー

バザーの
　コーナー

催しの
　コーナー

井

原市
から

お

客
様が
こられました

御津分室だより

北区北事務所だより

一宮と足守でサロン交流会を開催!!

　北区北事務所では一宮支部と足守支部において、社協・公民
館・地域包括支援センターの共催でふれあい・いきいきサロン
の交流会を開催しました。

１月23日に一宮公民館にて一宮地域
のサロン交流会を開催しました。
参加した９か所のサロン代表者が
「私のサロン自慢」と題し活動紹介を
した後、グル―プに分かれ意見交換
を行いました。講師の情報をお互い
に紹介しあうなど有意義な時間にな
りました。

１月31日に足守公民館にて足守地域
のサロン交流会が開催されました。
前半は、サロン紹介のＤＶＤ観賞と
社協職員からサロンについての説明
を行い、改めてサロンについて学び
ました。後半は、サロンの運営や内
容の工夫などについてグループで意
見交換を行い、活発に意見が交わさ
れました。

私たちの楽しいサロンへようこそ!!

　２月15日（水）、津島地区のいきいきサロン西坂に井原市の高
屋地区社協15名が視察に来られました。いきいきサロン西坂の
説明をした後、歌やゲームなど実際のサロンの体験をして、お
昼には特製のカレーを一緒に食べました。熱心に話を聞いたり、
サロン参加者との交流を通してサロンの理解を深めました。

南区南事務所だより 小串学区防災マップ作り
　「みんなで歩いて」地域防災マップを作りましょう！

　１月28日（土）午前10時より各町内会においてそれぞれの集合場所に集まり、防災マップづくりの話を聞き、避難場所までの安
全な道を地域の方々・子ども、その保護者と一緒に危険箇所の確認をしながらマップに記入したり、写真を撮ったりしました。ま
た、各家庭から避難場所までの経路、危険箇所の確認を行いました。当日の参加者は、約200人でした。参加者からは、「日頃、顔は
見るがゆっくり話すことがなかったが今日は、話ができてよかった。」「共通の目的を持って町歩きをすることによって、一体感が
生まれ防災意識も高まっ
たように思う。」「土砂崩れ
の場所がわかってよかっ
た。」などの感想が寄せら
れていました。

　２月８日（水）に御津老人福祉センターにて、「ボランティア御津会員
研修会」の場をお借りし「防災ボランティアってなに？」と題して講座
を行いました。
　岡山市社会福祉協議会吉備支部長であり、岡山市防災ボランティア
ネットワーク会員の西村輝氏を講師にお招きし、岡山県や御津地域に災
害が起きた場合を想定した被害状況を具体的に知ることができ、そのた
めの対策などわかりやすいお話と臨場感あふれる映像で、約80名の参加
者は防災ボランティアについて学ぶことができました。

洗剤に入っている
計量スプーンで
ビー玉を運ぶ競争
をしました！

「防災ボランティア講座」を開催しました！

こ の 広 報 紙 は 共 同 募 金 の 配 分 金 で 発 行 し て い ま す 。
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本会の活動にご支援下さる法人会員の皆様方です。いつも大変ありがとうございます。（平成23年度法人会員：24年２月末入会分まで）
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　平島学区は、平成22年度から高齢者世帯等の見守り、声かけを地域で取り
組んでいくために、地域にお住まいのひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世
帯などで希望者に、「あんしんカプセルおかやま」を約240世帯に配布しまし
た。学区の高齢者に元気も届けたいと平島小学校、幼稚園の児童、園児に手
紙や手作りのコースターなどを作成してもらい、それを配りながら緊急連絡
先などの変更はないか確認して回ります。子どもたちも地域で自分たちを見
守ってくれている方々に何かお返しをしたいとはりきって制作に取り組んで
くれました。

子どもたちの
　メッセージつきの作品です

作品を贈呈してもらいました

　２月９日（木）西大寺小学校で出前福祉体験
教室を行いました。今回の体験者は４年生約90
名。車イス体験を通じての福祉学習です。
　車イスを操作することはもちろん、直接目に
するのが初めての人が多かったけれど、体験は
みんな真剣に力いっぱい取り組むことができま
した。
　この体験を通して、人を思いやる優しい気持
ちの大切さをみんなで共有できたのではないで

しょうか？
　いつまでもこのあった
かい優しい気持ちを忘れ
ないでね！

12月17日

　・・・初めての絵本

栄養委員さんによる簡単ヘル
シーなランチ作り

１月28日

　・・・wai wai♪
クッキング

第一子０歳児を対象に年７回講座を開催しました。

２月５日、｢地域力と次世代教育」と題して、環太平洋大学学長梶田叡一氏の講演会が瀬戸公民館大ホールにて開催されました。

東区事務所だより

瀬戸分室だより

いつもありがとう♥
優しい気持ちをいつまでも
出前福祉体験教室～西大寺小学校～

wai wai♪カフェ

福祉講演会

愛育委員さんと読み聞かせボ
ラティアによる絵本の選び方、
読み聞かせ方のアドバイスを
頂きました。

み
なさ
ん、お元気ですか？

今回は“岡山市ウェルポートなださき”をご紹介します!!

北区中央事務所だより
毎回楽しさいっぱい！！　南方ふれあい健康サロン

　南方地区は、平成22年に 『地域保健福祉活動モ
デル事業』の指定を受け、月２回 『ふれあい健康サ
ロン』を開いています。
　高齢者の引きこもり対策・健康づくり・地域の
交流の場として楽しいサロンになっています。

中区事務所だより “日中友好の懸け橋”中国帰国者 地域交流懇談会開催

　平成24年2月19日（日）旭竜
コミュニティハウスにて第25
回中国帰国者地域交流懇談会
が開催されました。
　当日は朝早くから中国から
の帰国者・地域住民の方々が、
日本でもお馴染みの餃子や豚

まん、バラ寿司を一緒に作りお互いの交流を図りました。来賓
の方々から懇談会の祝辞をいただき主催者を代表して旭竜地区
民生委員児童委員協議会八代武利会長より挨拶をいただき、自
己紹介を行いました。
　二胡という中国の伝統楽器の演奏や日本と中国で馴染みのあ
る歌を歌い、お花や白鳥のバルーンアートを作成し会場に来ら

お花見(南方北公園)

落語を聞いて! 二胡の演奏を聴いて! ゲーム大会(ディスコンゲーム) 木の実を使っての飾り作り 体を動かし身も心もリラックス!

　玉ねぎの皮を使っての染物 　歌を歌ってリフレッシュ!

れた子どもたちにプレゼントされ、和やかな雰囲気の中で交流
会が行われました。
　この事業は、中国から日本へ帰国された方々と地域住民との
交流と懇談の場として毎年２月第３日曜日に開催されています。
旭竜地区民生委員児童委員協議会をはじめ様々な方のご協力を
いただき誠にありがとうございました。

◇◇◇　岡山市ふれあい公社からのお知らせ　◇◇◇

【お問合わせ先】
岡山市ウェルポートなださき　 TEL(08636)3-5001　　FAX(08636)3-5011
岡山市ふれあい公社のホームページ ⇒ 《http://www.okayama-fureai.or.jp/》
ウェルポートなださきへのリンクがあります。

　南区役所北側の灘崎町総合公園に隣接する岡山市ウェルポートなださきは、健康づくり
を支援するための施設です。心も体もリフレッシュしたい人のために、プールエリアには、
25ｍのメインプール、水深50ｃｍの子供用プール、ジャグジーなどがあります。さらに、汗
を流して体を鍛えたいという人は、トレーニングルームで、健康状態や目的に応じた専属
の指導員によるアドバイスを受けながら、各種マシンを使って効果的な運動を行うことが
できます。大浴場とサウナでは、ゆっくりと体を温め、風呂上りにはマッサージチェアー

でリラックスしてみてはいかがでしょうか。また、水
泳,ヨガ,エアロ,気功・太極拳などの教室や各種講座も開催しています。詳しい施設営業
時間や利用方法・料金などについては、下記までお問い合わせください。
　施設内には、岡山市社会福祉協議会　灘崎分室もあります。

内祝・香典返しなどにかえて福祉事業へのご寄付は岡山市社会福祉協議会へ
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　平島学区は、平成22年度から高齢者世帯等の見守り、声かけを地域で取り
組んでいくために、地域にお住まいのひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世
帯などで希望者に、「あんしんカプセルおかやま」を約240世帯に配布しまし
た。学区の高齢者に元気も届けたいと平島小学校、幼稚園の児童、園児に手
紙や手作りのコースターなどを作成してもらい、それを配りながら緊急連絡
先などの変更はないか確認して回ります。子どもたちも地域で自分たちを見
守ってくれている方々に何かお返しをしたいとはりきって制作に取り組んで
くれました。

子どもたちの
　メッセージつきの作品です

作品を贈呈してもらいました

　２月９日（木）西大寺小学校で出前福祉体験
教室を行いました。今回の体験者は４年生約90
名。車イス体験を通じての福祉学習です。
　車イスを操作することはもちろん、直接目に
するのが初めての人が多かったけれど、体験は
みんな真剣に力いっぱい取り組むことができま
した。
　この体験を通して、人を思いやる優しい気持
ちの大切さをみんなで共有できたのではないで

しょうか？
　いつまでもこのあった
かい優しい気持ちを忘れ
ないでね！

12月17日

　・・・初めての絵本

栄養委員さんによる簡単ヘル
シーなランチ作り

１月28日

　・・・wai wai♪
クッキング

第一子０歳児を対象に年７回講座を開催しました。

２月５日、｢地域力と次世代教育」と題して、環太平洋大学学長梶田叡一氏の講演会が瀬戸公民館大ホールにて開催されました。

東区事務所だより

瀬戸分室だより

いつもありがとう♥
優しい気持ちをいつまでも
出前福祉体験教室～西大寺小学校～

wai wai♪カフェ

福祉講演会

愛育委員さんと読み聞かせボ
ラティアによる絵本の選び方、
読み聞かせ方のアドバイスを
頂きました。

み
なさ
ん、お元気ですか？

今回は“岡山市ウェルポートなださき”をご紹介します!!

北区中央事務所だより
毎回楽しさいっぱい！！　南方ふれあい健康サロン

　南方地区は、平成22年に 『地域保健福祉活動モ
デル事業』の指定を受け、月２回 『ふれあい健康サ
ロン』を開いています。
　高齢者の引きこもり対策・健康づくり・地域の
交流の場として楽しいサロンになっています。

中区事務所だより “日中友好の懸け橋”中国帰国者 地域交流懇談会開催

　平成24年2月19日（日）旭竜
コミュニティハウスにて第25
回中国帰国者地域交流懇談会
が開催されました。
　当日は朝早くから中国から
の帰国者・地域住民の方々が、
日本でもお馴染みの餃子や豚

まん、バラ寿司を一緒に作りお互いの交流を図りました。来賓
の方々から懇談会の祝辞をいただき主催者を代表して旭竜地区
民生委員児童委員協議会八代武利会長より挨拶をいただき、自
己紹介を行いました。
　二胡という中国の伝統楽器の演奏や日本と中国で馴染みのあ
る歌を歌い、お花や白鳥のバルーンアートを作成し会場に来ら

お花見(南方北公園)

落語を聞いて! 二胡の演奏を聴いて! ゲーム大会(ディスコンゲーム) 木の実を使っての飾り作り 体を動かし身も心もリラックス!

　玉ねぎの皮を使っての染物 　歌を歌ってリフレッシュ!

れた子どもたちにプレゼントされ、和やかな雰囲気の中で交流
会が行われました。
　この事業は、中国から日本へ帰国された方々と地域住民との
交流と懇談の場として毎年２月第３日曜日に開催されています。
旭竜地区民生委員児童委員協議会をはじめ様々な方のご協力を
いただき誠にありがとうございました。

◇◇◇　岡山市ふれあい公社からのお知らせ　◇◇◇

【お問合わせ先】
岡山市ウェルポートなださき　 TEL(08636)3-5001　　FAX(08636)3-5011
岡山市ふれあい公社のホームページ ⇒ 《http://www.okayama-fureai.or.jp/》
ウェルポートなださきへのリンクがあります。

　南区役所北側の灘崎町総合公園に隣接する岡山市ウェルポートなださきは、健康づくり
を支援するための施設です。心も体もリフレッシュしたい人のために、プールエリアには、
25ｍのメインプール、水深50ｃｍの子供用プール、ジャグジーなどがあります。さらに、汗
を流して体を鍛えたいという人は、トレーニングルームで、健康状態や目的に応じた専属
の指導員によるアドバイスを受けながら、各種マシンを使って効果的な運動を行うことが
できます。大浴場とサウナでは、ゆっくりと体を温め、風呂上りにはマッサージチェアー

でリラックスしてみてはいかがでしょうか。また、水
泳,ヨガ,エアロ,気功・太極拳などの教室や各種講座も開催しています。詳しい施設営業
時間や利用方法・料金などについては、下記までお問い合わせください。
　施設内には、岡山市社会福祉協議会　灘崎分室もあります。

こ の 広 報 紙 は 共 同 募 金 の 配 分 金 で 発 行 し て い ま す 。
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平成24年度
社協会員会費募集のお願い
社会福祉協議会では、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりの実現を目指して様々な福祉活動を行っております。こうした
活動は、市民の皆様からの寄付金や会員会費により支えられています。地域福祉活動を推進するための貴重な財源となっていま
すので、会員にご加入いただき、一緒に福祉のまちづくりに参加してください。皆様のご協力をお待ちしております。

◆会員会費（年額）は…　
　個人会員 500円（1口）

　特別会員 1,000円（1口）

　法人会員 5,000円（1口）

　施設・団体会員 5,000円（1口）

◆会員会費の使いみちは…　
　◇それぞれの地区での保健福祉活動費として
　　・地区愛育委員会　・地区社会福祉協議会
　　・支部社会福祉協議会
　◇市内全域の在宅福祉活動費として
　　・ボランティア活動　・各種相談活動　・高齢者対策事業
　　・障害者対策事業・児童母子対策事業等

日常生活自立支援事業 生活支援員さん募集しています。
皆さんの身近な地域で生活している高齢や障害で判断能力が不十分な方の中には「福祉サービスの利用手続きが分から
ない」「日々の生活費の計算や出し入れが出来ない」といった悩みを持っている方がおられます。
そういった方々が住み慣れた地域で安心して生活できるようできるようお手伝いをする生活支援員を募集しています。
興味・関心のある方は是非ご連絡ください。お待ちしています。

募  集  資  格 ／ ①ボランティア活動や福祉に関心のある方　②週１～２日程度活動が可能な方
募  集  期  間 ／ 随時受付しています
申込み・問合せ先 ／ 岡山市社会福祉協議会　生活支援課　℡０８６－２２５－４０５１

ひまわり福祉相談センター

日　時 相談場所 電話相談 問合せ先

本会 毎週月・水・金曜日
13：00～16：00 ひまわり福祉会館 086-222-8618

本会・ボランティア
市民相談センター
086-222-8619

御津 毎月第一月曜日
13：00～16：00 御津支所 0867-24-1111 御津分室

0867-24-3121

灘崎 毎月第一月曜日
13：00～16：00

ウエルポート
なださき 08636-2-4265 灘崎分室

08636-2-4265

建部 毎月第三土曜日
13：00～16：00

建部町
老人福祉センター 0867-22-1770 建部分室

0867-22-1770

日　時 相談場所 相談時間 相談員

本会 毎週金曜日
第一土曜日の前日は休み ひまわり福祉会館 13：00～16：00

（1人40分） 弁護士

■心配ごと相談
　家庭、生活、離婚、苦情、その他日常生活上のあらゆる心配ごとのご相談に民生委員児童委員や専門相談員等が応じます。
　　※心配ごと相談は、電話でも相談できます。　　　※ 個人の秘密は守ります。

■高齢者障害者法律相談
　高齢者・障害者に関する相続、遺言、金銭貸借、財産管理等法律上の相談に応じます。
※高齢者・障害者法律相談は予約が必要です。　　※ 個人の秘密は守ります。　 ※ 相談は無料です。

■ 心配ごとはお気軽にご相談ください。

内祝・香典返しなどにかえて福祉事業へのご寄付は岡山市社会福祉協議会へ
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平成24年度
社協会員会費募集のお願い
社会福祉協議会では、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりの実現を目指して様々な福祉活動を行っております。こうした
活動は、市民の皆様からの寄付金や会員会費により支えられています。地域福祉活動を推進するための貴重な財源となっていま
すので、会員にご加入いただき、一緒に福祉のまちづくりに参加してください。皆様のご協力をお待ちしております。

◆会員会費（年額）は…　
　個人会員 500円（1口）

　特別会員 1,000円（1口）

　法人会員 5,000円（1口）

　施設・団体会員 5,000円（1口）

◆会員会費の使いみちは…　
　◇それぞれの地区での保健福祉活動費として
　　・地区愛育委員会　・地区社会福祉協議会
　　・支部社会福祉協議会
　◇市内全域の在宅福祉活動費として
　　・ボランティア活動　・各種相談活動　・高齢者対策事業
　　・障害者対策事業・児童母子対策事業等

日常生活自立支援事業 生活支援員さん募集しています。
皆さんの身近な地域で生活している高齢や障害で判断能力が不十分な方の中には「福祉サービスの利用手続きが分から
ない」「日々の生活費の計算や出し入れが出来ない」といった悩みを持っている方がおられます。
そういった方々が住み慣れた地域で安心して生活できるようできるようお手伝いをする生活支援員を募集しています。
興味・関心のある方は是非ご連絡ください。お待ちしています。

募  集  資  格 ／ ①ボランティア活動や福祉に関心のある方　②週１～２日程度活動が可能な方
募  集  期  間 ／ 随時受付しています
申込み・問合せ先 ／ 岡山市社会福祉協議会　生活支援課　℡０８６－２２５－４０５１

ひまわり福祉相談センター

日　時 相談場所 電話相談 問合せ先

本会 毎週月・水・金曜日
13：00～16：00 ひまわり福祉会館 086-222-8618

本会・ボランティア
市民相談センター
086-222-8619

御津 毎月第一月曜日
13：00～16：00 御津支所 0867-24-1111 御津分室

0867-24-3121

灘崎 毎月第一月曜日
13：00～16：00

ウエルポート
なださき 08636-2-4265 灘崎分室

08636-2-4265

建部 毎月第三土曜日
13：00～16：00

建部町
老人福祉センター 0867-22-1770 建部分室

0867-22-1770

日　時 相談場所 相談時間 相談員

本会 毎週金曜日
第一土曜日の前日は休み ひまわり福祉会館 13：00～16：00

（1人40分） 弁護士

■心配ごと相談
　家庭、生活、離婚、苦情、その他日常生活上のあらゆる心配ごとのご相談に民生委員児童委員や専門相談員等が応じます。
　　※心配ごと相談は、電話でも相談できます。　　　※ 個人の秘密は守ります。

■高齢者障害者法律相談
　高齢者・障害者に関する相続、遺言、金銭貸借、財産管理等法律上の相談に応じます。
※高齢者・障害者法律相談は予約が必要です。　　※ 個人の秘密は守ります。　 ※ 相談は無料です。

■ 心配ごとはお気軽にご相談ください。

こ の 広 報 紙 は 共 同 募 金 の 配 分 金 で 発 行 し て い ま す 。

　髙島屋労働組合岡山支部が地域貢献事業の一環として、毎年、職員
のカンパを行い、「多くの高齢者、障害者の皆さん一人ひとり（生き
がいづくり）（人とのふれあい）を深められるお手伝いをしたい」と
の趣旨で岡山市社会福祉協議会（会長 内田通子）に対してデジタル
カメラ・フォトフレームを寄贈。
　寄贈されたデジタルカメラ・フォトフレームは、本会を通じて「ま
きば作業所」（理事長　梶原昌一様）へプレゼントされました。（毎年、
市内の小規模福祉施設へ順次寄付されています。）

　平成24年2月6日　㈱岡山髙島屋のご厚意によりくまのぬいぐるみ（ラ
ブベアー）380個が本会へ寄贈され、児童養護施設、児童館等へ贈呈式を行
いました。平成17年から毎年ご寄贈いただき今回で8回目、高島屋広報担
当片山進様より岡山市社会福祉協議会内田会長へ、会長より施設を代表し
て岡山かなりや学園大森学園長へ贈呈致しました。

　平成23年度のボランティア保険は3月末で補償期間が終了しています。引き続き活動をされる方は、
平成24年度の保険手続きを行ってください。
　また、行事用保険についても平成24年度の保険手続きが必要となります。
　※ 24年4月より、ボランティア保険、行事保険の加入に際し、新しい申込書に変わりますのでご注意

ください。（現在お持ちの申込書は使用できなくなります。）
　なお、掛け金は平成23年度と同じです。
　詳しくは 、岡山市社会福祉協議会 ボランティア・市民相談センターまでお問い合わせください。

髙島屋労働組合岡山支部様より福祉施設へデジタルカメラの寄付

岡山髙島屋様より本会へくまのぬいぐるみの寄贈

『平成24年度ボランティア保険・行事用保険』更新・変更について
ボランティア保険の更新・加入を忘れずに！

イベント予定
行　事　名 エリア 日時 場　　　所

妹尾・箕島ふるさとさくら祭 南区西 ４月８日 妹尾公園一帯
第15回 なださきふるさとまつり 灘崎 ４月２９日 岡山市サウスヴィレッジ
岡山市こどもフェスティバル 岡山 ５月５日 岡山ふれあいセンター
福祉委員研修会 御津 ５月中旬 御津老人福祉センター
おぎゃっと広場 御津 ５月２4日 金川保育園内子育て支援センター
西ふれあいセンターイベント（名称未定） 南区西 ６月３日 西ふれあいセンター
2012 ラスト灘崎こどもまつり 灘崎 ６月３日 岡山市ウェルポートなださき
新任福祉委員研修会 瀬戸 ６月上旬 瀬戸公民館
子育て支援事業 waiwaiカフェ 瀬戸 ６月１６日 瀬戸公民館
社協西大寺支部福祉大会（仮称） 東区 ７月８日 西大寺ふれあいセンター
幼児安全法 御津 ７月26日 金川保育園内子育て支援センター

4月以降の主な行事予定です。
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本会の活動にご支援下さる法人会員の皆様方です。いつも大変ありがとうございます。（平成23年度法人会員：24年２月末入会分まで）
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（パーラー御津ロッキー）

（お好み焼きレストランベル）
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【総合理容室コアフールサロンアキタ】

【趣味の木工みさお会】

【フレンドシップ岡山】

　なお、岡山市社協では、市民のみなさまから、年間を通じて寄付金を受け付けています。
◆香典返しや快気祝いの一部　　　◆チャリティバザーの収益金　　　◆学校や職場での募金の一部
◆企業の社会貢献として…　など、お気軽にご相談、お気持ちをお寄せ下さい。

（受付期間： 平成23年11月から24年１月分まで。なお敬称は省略させてい
ただきます。また承諾をいただいた方のみ掲載しております。）ご寄付ありがとうございます

この広報紙は共同募金の配分金で発行しています。
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か
え
て
ご
寄
付

内祝・香典返しなどにかえて福祉事業へのご寄付は岡山市社会福祉協議会へ

◆事務局受付分
　 お好み焼きレストランベル・芳田学区愛育委員協議会・岡山市障害者福祉大会・私たちのまち

岡山を考える市民のつどい実行委員会・佐々木恵他・遠藤吉信・
南方地区民生委員児童委員協議会・久世いづみ

◆北区北事務所・御津分室
　松田行正・御津老人福祉センター・パーラー御津ロッキー

◆灘崎分室
　岡山市ウェルポートなださきレイスポーツクラブ

◆中区事務所
　沼本千津子・沢野

募金額570,830円　募金累計額29,722,981円

（岡山市社会福祉協議会受付、敬称及び義援金額は省略）
受付期間　平成23年12月１日～平成24年2月2９日東日本大震災義援金

①どこが変わったのでしょうか…？
　これまでの寄附金控除では所得控除しか受けられませんでした。そこに新たに税額控除が追加されました。

②所得控除とは…
　次の計算で求められる控除額を、所得者の課税所得から控除する方法です。
　　特定寄附金の合計額（※１：岡山市社協への寄附金も含みます）－ 2,000円 ＝ 控除額
　　　　　　　★この控除額を課税所得から引いた後に所得税率（5%～40%）を掛けて年税額が求められます。

③税額控除とは…
　　次の計算で求められる控除額を、所得者の所得税額（年税額）から直接控除する方法です。
　　【税額控除対象寄附金（※１：岡山市社協への寄附金も該当します）－ 2,000円】×40% ＝ 控除額（※2）

④市県民税においても控除が受けられます。
　次の計算で求められる控除額が、所得者の市県民税等から控除されることをいいます。

　　【税額控除対象寄附金（※3）－2,000円】×４％ ＝ 県民税控除額
　　【税額控除対象寄附金（※3）－2,000円】×６％ ＝ 市民税控除額
　　　　　　　★岡山市社協への寄附金は、岡山県と岡山市、両方の条例において税額控除対象寄付金として定められています。

　　　　（※１）…特定寄附金の合計額・税額控除対象寄附金は総所得金額等の40％が上限です。
　　　　（※2）…控除額は所得税額の25％が上限です。
　　　　（※3）…税額控除対象寄附金は総所得金額等の30％が上限です。

寄附者が 関係する税 岡山市社会福祉協議会への寄附金や会員会費

個人の場合
所得税 寄附金控除（所得控除）か寄附金特別控除（税額控除）どちらか有利な方を選択

市県民税 寄附金税額控除
法人の場合 法人税 特定公益増進法人に対する寄附金として損金算入（一般の寄付金とは別枠で）

　岡山市社協は「税額控除対象法人」として証明を受けました。岡山市社協への寄付金は、より一層の税制上の優遇措置を受けら
れる（減税効果が大きく働く）ようになりました。
　寄付者が個人・法人の場合や、関係する税について概要をまとめてみました。

寄付金税額控除をご存知ですか？ご寄付は岡山市社協へ
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【総合理容室コアフールサロンアキタ】

【趣味の木工みさお会】

【フレンドシップ岡山】

　なお、岡山市社協では、市民のみなさまから、年間を通じて寄付金を受け付けています。
◆香典返しや快気祝いの一部　　　◆チャリティバザーの収益金　　　◆学校や職場での募金の一部
◆企業の社会貢献として…　など、お気軽にご相談、お気持ちをお寄せ下さい。

（受付期間： 平成23年11月から24年１月分まで。なお敬称は省略させてい
ただきます。また承諾をいただいた方のみ掲載しております。）ご寄付ありがとうございます

この広報紙は共同募金の配分金で発行しています。
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こ の 広 報 紙 は 共 同 募 金 の 配 分 金 で 発 行 し て い ま す 。
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内祝・香典返しなどにかえて福祉事業へのご寄付は岡山市社会福祉協議会へ

【平成23年度 岡山市全体 最終実績額】

93,424,364円
　昨年の10月１日から始まりました赤い羽根共同募金運動も、市民の皆様の温かい心に支えられまして、12月31日をもって終了
いたしました。ご家庭からの戸別募金をはじめ、法人募金、街頭募金、職域募金など、多くの場面で市民の皆様にご協力をいただ
き、心から感謝を申し上げます。また、募金を集めることにつきましては、岡山市連合町内会や民生委員児童委員協議会、連合婦
人会、愛育委員協議会などをはじめ多くのボランティアの皆様のご協力に心から御礼申し上げます。さらに10月～11月にかけては
岡山駅前と表町方面で街頭募金を数回行い、支部・地区社会福祉協議会の役員さんや民生委員児童委員の皆さま、専門学校の学生
さんたち、ボーイスカウト・ガールスカウトの子どもさんたちなど、みんな募金箱を首から下げ、街頭で共同募金への協力を呼び
かけてくださいました。市民の皆様からの心のこもった募金は、支部・地区社会福祉協議会が行う地域福祉活動や、高齢者・障害
者福祉施設、保育園等の施設整備などに役立てていきたいと思っております。

赤い羽根共同募金にご協力
ありがとうございました

ありが
とう
メッセージ

NPO法人 ハート・アート・おかやま (岡山市北区)

　共同募金の助成金をいただきましてありがとうございました。
共同募金にご協力くださいました皆様に感謝いたします。
　障害のある人、子どもたち、高齢の人たちが創造的に関わる
ことができる場を開き、双方向の
つながりを目指しています。
　今年度は、笠岡の島や赤磐市の
桃農家の人たちと色々な施設や
学校の子どもたちが出会い、桃の
ピクルスや桑のお茶、楽しいマン
ガの本などが生まれました

南野育成園 (岡山市北区)

　施設で生活せざるをえない子
ども達は、旅が大好きです。この
度、共同募金の助成により、10人
乗りの自動車を整備することがで
きたので、休日は、子どもたちと
色々なところへ出かけております。
ありがとうございました。

NPO法人 あおぞら会（岡山市中区)

　共同募金会のご支援により、作業場の近くに
仮設トイレを設置することができました。これ
で、皆がトイレの心配をせずに快適に作業をする
ことができるようになりました。赤い羽根にご協
力くださった皆様に心から御礼申し上げます。

内祝・香典返しなどにかえて福祉事業へのご寄付は岡山市社会福祉協議会へ


